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「広報のと」10 月号の印刷費は一部当たり 28 円です。

P L U S

旅
日
記
⑩　

本
居
宣
長
の
元
で
勉
学
の
日
々

6
月
3
日　

日
暮
れ
か
ら
宣
長
の
万
葉
集
の
講
釈
。翌
日
は
読
書
。

5
日　

愛
宕
町
少
彦
名
神
社
に
て
午
後
よ
り
、
宣
長
の
「
玉
く
し

げ
」
の
講
釈
。
日
野
町
の
本
屋
で
柏
屋
兵
助
と
い
う
人
に
頼
む
こ

と
が
で
き
て
こ
の
講
釈
の
席
へ
。夕
方
に
は
終
わ
り
帰
り
ま
し
た
。

６
日　

夕
方
、
本
居
宣
長
の
も
と
で
源
氏
真
木
柱
の
講
釈
。

７
日　

宣
長
は
７
日
か
ら
15
日
は
所
ど
こ
ろ
で
そ
れ
ぞ
れ
祇
園
祭

が
続
く
の
で
、
講
釈
を
休
み
に
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
久
貞
に
勧
め
ら
れ
て
祇
園
祭
の
錺か
ざ

り
山
、
拍
子
物
を
見
に
出
て

帰
り
に
紙
筆
を
買
い
、
宣
長
の
著
書
を
写
し
始
め
ま
し
た
。

８
日　

話
の
素
材
に
し
よ
う
と
、
こ
の
あ
た
り
の
祇
園
様
を
お
祀

り
す
る
宮
を
め
ぐ
り
、
獅
子
舞
、
踊
り
子
、
あ
や
つ
り
な
ど
を
見

て
夜
遅
く
帰
り
ま
し
た
。
9
日
か
ら
11
日
ま
で
は
写
本
に
没
頭
。

13
日　

例
年
宮
川
に
花
火
が
あ
り
、
袖
を
擦
り
あ
う
ほ
ど
賑
や
か

で
す
。
川
向
の
里
里
（
神
宮
側
）
は
、
松
明
を
と
も
し
、
太
鼓
と

鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
「
虫
送
り
」
行
事
を
し
て
い
る
。
吉
彦
は
宮
川

の
河
原
で
腹
這
っ
て
見
学
し
て
、
夜
遅
く
帰
り
ま
し
た
。

14
日
は
休
み
、
翌
15
日
は
岩
田
周
蔵
氏
と
二
見
ケ
浦
を
詣
で
ま
し

た
。

　
い
せ
の
海
　
二
見
が
う
ら
の
ふ
た
た
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
逢
見
ん
人
は
　
な
つ
か
し
お
も
ほ
ゆ

　

玉
く
し
げ
　
二
見
が
浦
の
藻
塩
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
や
先
に
　
清
む
と
い
ふ
ら
ん

　

二
見
帰
り
の
し
る
し
と
し
て
、
浜
荻
の
葦
を
2
、
3
本
折
り
取

り
、
も
し
ほ
草
も
合
わ
せ
て
久
貞
の
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

「
玉
く
し
げ　

二
見
が
浦
の
藻
塩
草
・
・
」
こ
の
歌
は
当
家
に
わ

ず
か
に
残
さ
れ
て
い
た
『
神
祭
詞
記
』
に
、
塩
拂
哥
と
し
て
吉
彦

自
身
に
よ
り
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
た
ど
る 

先
祖
・
吉
彦
の
鈴
屋
入
門

寛政の旅人：加藤吉彦（かとう・えひこ）。寛政 9（1797）年、36 歳の
　　　　　　時、伊勢の本居宣長の元を訪ね入門。酒垂神社 12 代宮司。
平成の旅人：加藤三千雄（かとう・みちお＝写真）。現酒垂神社宮司。
　　　　　　9 代前の先祖、吉彦の道中を実際にたどり、伊勢松坂で
　　　　　　吉彦と宣長の交流の跡を目の当たりにした。

❷

①「神祭詞記」に記された和歌の部分

②本居宣長像（本居宣長記念館開館 40 周年記念「本居宣長の

不思議」同館 2011 より転載）

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

古代米稲刈り（9月 17 日　真脇遺跡公園）

小木小学校の 5、6 年生 31 人が古代米「緑米」を刈り取り
ました。5 月 22 日に植えた緑米は大きく成長。
うれしい収穫の一日になりました。
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最優秀賞：音羽町町内会

「灯
あ か り

火のシルエット」

笑
顔
輝
く
秋
の
港
町

宇
出
津
灯
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

港
町
・
宇
出
津
灯
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
9
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、

12
団
体
が
ろ
う
そ
く
を
入
れ
た
カ
ッ
プ
な
ど
で
灯
り
の
ア
ー
ト
を
作
成
。

秋
の
町
を
や
わ
ら
か
く
照
ら
し
ま
し
た
。

優秀賞：小棚木町内会
「十五夜」

優秀賞：宇出津小学校 PTA

「輝く笑顔　うしつっ子」

審査員特別賞：鳳遊海
「妖怪ウオッチ」

「求むナース」
審査員特別賞：宇出津総合病院あすなろ会

JPTA
能登国際女子
オープンテニス
2014

　JPTA 能登国際女子オープンテニスは能都健

民テニスコートを会場に 8 月 31 日から 9 月 7

日までの 8 日間、開催されました。国内外から

プロテニスプレーヤーが集結し、熱い戦いを展

開。最終日のシングルス決勝ではタマリーン・

タナスガーン（タイ）が勝利、平成 22 年以来

2 度目の優勝をおさめました。

　子どもを対象にしたテニス教室や優勝選手と

のラリーなど、テニスを身近に感じられる催し

もあり、期間中は多くの人が会場を訪れました。

表彰式であいさつする大会実行委員長の

佐藤直子さん

シングルス優勝に輝いた

タナスガーン選手

優勝を決め、抱き合って喜ぶ

ダブルスの井上・澤柳組

・シングルス
優　勝　タマリーン・タナスガーン（タイ）
準優勝　リー・ヤーシュン（中華台北）
・ダブルス
優　勝　井上雅（テニスラウンジ）・澤柳璃子（ミキハウス）
準優勝　宮村美紀（フリー）・布目千尋（北日本物産）

大会結果
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能
登
・
七
見
出
身
の
第
6
代
横
綱
「
阿
武

松
緑
之
助
」は
江
戸
時
代
に
活
躍
し
ま
し
た
。

阿
武
松
は
錦
絵
に
描
か
れ
た
り
、
出
世
話
が

落
語
や
講
談
で
語
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
当

時
は
相
当
人
気
の
高
い
力
士
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

人
気
の
高
さ
は
各
地
に
残
る
史
跡
の
多
さ

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。墓
石
だ
け
で
も
東
京
・

深
川
の
玉
泉
寺
、
金
沢
・
寺
町
の
立
像
寺
、

生
家
で
あ
る
七
見
の
佐
々
木
家
の
3
箇
所
に

存
在
し
ま
す
。
史
跡
の
中
で
も
代
表
格
と
も

言
え
る
の
は
、
七
見
に
立
つ
「
横
綱
阿
武
松

碑
」
で
す
。
台
座
か
ら
の
高
さ
は
5
㍍
を
超

え
る
大
き
な
も
の
で
、
力
士
の
石
碑
と
し
て

は
日
本
一
の
大
き
さ
で
す
。

　

鵜
川
の
馬
場
等
さ
ん
は
、
各
地
に
点
在
す

る
石
碑
や
史
料
の
所
在
地
を
巡
り
、
阿
武
松

が
生
き
た
時
代
や
そ
の
功
績
に
つ
い
て
調
べ

て
い
ま
す
。
阿
武
松
の
史
料
は
多
く
、
下
駄

な
ど
の
身
の
回
り
品
や
番
付
表
、
地
元
の
白

山
神
社
に
寄
進
し
た
二
つ
の
獅
子
頭
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
昭
和
54
年
に
編
さ
ん
さ
れ

た
「
能
都
町
史
」
に
は
、
北
海
道
に
阿
武
松

が
寄
進
し
た
鳳
凰
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
史
に
記
載
さ
れ
る
鳳
凰
が
現
在
も
存

神
輿
は
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
に
新
調
さ

れ
た
も
の
で
す
。
神
輿
は
１
０
０
年
程
度
使

用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
１
８
４
４

年
の
七
見
で
の
興
業
の
際
に
寄
進
さ
れ
た
鳳

凰
と
神
輿
が
、
約
百
年
後
に
北
海
道
に
渡
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
北
海

道
で
は
「
場
所
請
負
制
」
と
呼
ば
れ
る
交
易

の
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。「
厚
岸
場
所
」

の
請
負
人
を
務
め
た
の
は
、
北
前
船
に
よ
る

交
易
で
成
功
を
収
め
た
村
山
伝
兵
衛
と
山
田

文
右
衛
門
の
子
孫
で
す
。
両
者
と
も
現
在
の

志
賀
町
出
身
で
す
。
誰
が
ど
う
や
っ
て
鳳
凰

を
運
ん
だ
の
か
は
依
然
と
し
て
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
能
登
と
の
密
接
な
つ
な
が
り

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

床
潭
神
社
の
神
輿
は
今
年
の
祭
り
で
は
使

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳳
凰
と
と
も
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
脈
々
と
続
い

て
き
た
阿
武
松
の
功
績
を
次
の
世
代
に
残
し

た
い
」
と
話
す
馬
場
さ
ん
は
、
鵜
川
公
民
館

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
史
料
の

確
認
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

阿
武
松
は
意
外
な
こ
と
に
、
出
身
地
で
あ

る
鵜
川
地
区
で
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
、
そ
の

功
績
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
馬
場

さ
ん
が
阿
武
松
を
調
べ
始
め
た
の
は
「
ま
ず

は
鵜
川
に
住
む
自
分
た
ち
が
知
ろ
う
」「
地

域
に
住
む
人
が
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
は
じ
め

て
、
遠
く
の
人
も
そ
の
魅
力
を
求
め
て
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

今
後
も
馬
場
さ
ん
の
探
求
は
続
き
ま
す
。

◎床潭神社

○厚岸町役場

厚岸湾

◎札幌
釧路
　◎

錦絵に描かれた着物姿の阿武松緑之助

厚岸町床潭地区の風景。

海沿いに広い昆布干し場が続く。

阿武松が寄進した鳳凰を支える馬場さん（右）と厚岸

町海事記念館学芸員の熊崎さん。

天
保
十
五
辰
年

阿
武
松
緑
之
助

所
口
塗
町塩崎

久
七

鳳凰の背中。阿武松の名前とともに所口（七尾）の職人の名もある。
当時の七尾の工芸についてうかがえる貴重な史料。

寛政 3（1791）

文化 12（1815）

文政 4（1821）

文政 9（1826）

文政 10（1827）

文政 11（1828）

天保 6（1835）

天保 15（1844）

嘉永 4（1851）

鳳至郡七海村（現・能登町七見）で出生

三月場所の星取表に「小柳常吉」の名で
登場

名を「小柳長吉」に改める

十月場所から大関に昇進

阿武松緑之助を名乗る

横綱免許を受ける。現在の横綱は大関の
上に位置する位だが、当時は大関に与え
られる免許であった。史上 6 人目・31
年ぶり

十月場所で引退。21 年間の土俵人生を
終える。阿武松部屋を創設し、後進の育
成につとめる

七海（七見）などで相撲興行。
白山神社に鳳凰と神輿を寄進

12 月 29 日、61 年の生涯を閉じる

北
の
大
地
に
今
も
残
る

阿
武
松
の
足
跡

能登町七見にある横綱阿

武松碑。現在も巡業で訪

れた力士らが立ち寄る。

04

能
登
が
生
ん
だ
大
横
綱
、
阿
武
松
緑
之
助
。

6
月
に
引
退
し
た
丹
蔵
を
は
じ
め
阿
武
松
部
屋
所
属
力
士
が
活
躍
を
見
せ

る
な
ど
、
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
そ
の
名
を
耳
に
し
ま
す
。

長
い
時
を
経
て
今
な
お
語
り
継
が
れ
る
、
阿
武
松
の
足
跡
を
追
い
ま
す
。

絶
大
な
人
気
を
得
た
力
士

阿
武
松
緑
之
助

在
す
る
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、
馬
場

さ
ん
は
こ
と
し
7
月
、
旅
行
に
あ
わ
せ
北
海

道
東
部
の
厚
岸
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

厚
岸
町
の
文
化
財
係
・
熊く
ま
さ
き崎

農の
ぶ
ひ
ろ

夫
博
さ
ん

の
協
力
を
得
て
床と
こ
た
ん潭

神
社
を
訪
問
、
鳳
凰
の

体
内
に
あ
る
「
阿
武
松
」
の
文
字
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
発
見
も
あ

り
ま
し
た
。
神
社
に
あ
っ
た
神
輿
に
は
螺
鈿

細
工
が
施
さ
れ
て
い
て
、
北
海
道
で
は
見
ら

れ
な
い
様
式
で
し
た
。
関
連
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
七
尾
市
の
仏
壇
店
に
神
輿

の
写
真
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
能
登
の
作
り
で

あ
る
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
の
事
実

は
町
史
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

七
見
の
白
山
神
社
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
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平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政
活
動
の
た
め
の

お
金
が
ど
こ
か
ら
来
て
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
公
表
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
２
億
２
０
４
２
万
円
の
黒
字

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
５
６
億
８
９
６
５
万

円
、
歳
出
総
額
は
１
５
４
億
３
８
３
４
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
２
億
５
１
３
１
万
円
の
黒
字

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
３
０
８
９
万
円

を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
２
０
４
２
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
「
歳
入
」
の
特
徴

　
（
国
庫
支
出
金
８
億
７
３
２
４
万
円
増
）

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
数

減
な
ど
に
よ
り
、
町
税
全
体
で
３
６
５
７
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
算

定
費
目
と
し
て
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
推
進
費
」
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
な
ど
に
よ
り
、
１
億
３
１
３
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、国
の
24
年
度
補
正
予
算
に
伴
う「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
の
８
億
９
６
０
３
万
円
の
交

付
を
受
け
、
全
体
で
８
億
７
３
２
４
万
円
の
大
幅
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
事
業
の
増
に
伴
っ
て
新

発
債
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
８
億
４
８
０
万
円
の
減

と
な
り
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
１
億
１
５
３
８
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
「
歳
出
」
の
特
徴

　
（
積
立
金
２
億
１
８
４
６
万
円
増
）

　

歳
出
で
は
、
公
債
費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
な
ど

が
減
少
し
、
人
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費
、
積
立
金
な

ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
将
来
に
お
け
る
公
債
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
積
極
的
な
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
し
た
。
過

去
の
繰
上
償
還
の
効
果
も
あ
り
元
利
償
還
金
が
減
少
し

て
お
り
、
４
２
４
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
維
持

補
修
費
は
、
25
年
度
の
降
雪
量
が
少
な
く
、
除
雪
経
費

の
大
幅
な
減
な
ど
で
７
０
４
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
補
助
費
に
つ
い
て
は
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負

担
金
や
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
の
減
の
ほ
か
、
能
登
有

料
道
路
の
無
料
化
で
通
行
料
金
軽
減
対
策
事
務
費
が
減

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億
３
８
７
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
職
員
数
の
減
に
よ
り
職
員
給
は
抑
制
さ

れ
た
も
の
の
、
退
職
手
当
組
合
特
別
給
付
負
担
金
の
増

に
よ
り
８
４
８
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
の
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
、
宇
出
津
小
学
校
大
規
模
改
修
事

業
等
に
よ
り
６
億
９
６
６
９
万
円
の
増
、
単
独
事
業
に

お
い
て
は
、
能
都
中
学
校
改
築
事
業
や
防
災
行
政
告
知

施
設
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
に

よ
り
、
６
億
５
８
８
６
万
円
の
減
と
な
り
、
投
資
的
経

費
全
体
で
は
、
６
９
３
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
へ
の
積
立
金
が
２
億
１
８
４
６
万
円
の
増

と
な
り
、
歳
出
全
体
と
し
て
は
１
億
９
８
５
８
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他（議会費・労働費・
消防費・災害復旧費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
25
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金

諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

依
存
財
源

自
主
財
源

【財政用語解説】

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、財

産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入しうる財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方

譲与税、地方債など、国の意志により定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする収入

町税：町民税、固定資産税など、皆さんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない

収入。

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて

の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき

るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と

して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から

の補助金など

町債：資金調達のための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員

給、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児

童福祉法、老人福祉法等に基づき、生活を維持するた

めに支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金及び一時借入金利子の合算額

普通建設事業費：道路、学校等公共用または公用施設

の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外

の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費

（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、

備品購入費など

補助費：各種団体への補助金や、奥能登クリーン組合

や宇出津総合病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計または、特別会計相互

間で支出される経費

平成 25年度 構成比
（％）

154 億 3834 万円

19 億 2389 万円

9 億 9930 万円

35 億 9042 万円

13 億 1567 万円

1 億 3100 万円

18 億 8068 万円

31 億 4798 万円

5 億  620 万円

17 億  859 万円

1 億 3754 万円

12.
5

6.5

23.
3

8.5

0.8
12.
2

20.
4

3.3

11.
1

0.8

■歳入決算額の構成

平成 25年度 構成比
（％）

16 億 3926 万円

2 億  655 万円7388 万円
4 億 1248 万円

82 億 2487 万円

21 億 4083 万円

8 億 1110 万円

17 億 7230 万円

4 億 838 万円

156 億 8965 万円

0.5
1.3

2.6

52.
4

13.
6

5.2

11.
3

2.6

10.
5

平成25年度  決算報告

9707 万円 0.6

平成 25 年度

7 億 7278 万円

構成比
（％）

12.
6

16.
4

11.
5

5.7
3.2

15.
1

7.2

23.
3	

	5.0

154 億 3834 万円

19 億 4666 万円

25 億 3267 万円

17 億 7902 万円

8 億 8645 万円

4 億 8937 万円

23 億 3143 万円

11 億  954 万円

35 億 9042 万円

平成 24年度

8 億 1725 万円

構成比
（％）

12.
8

16.
5

11.
6

4.7
1.6
11.
6

12.
0

23.
8

	5.4

152 億 3976 万円

19 億 5530 万円

25 億 2147 万円

17 億 6565 万円

7 億 1393 万円

2 億 4644 万円

17 億 6571 万円

18 億 2114 万円

36 億 3287 万円

平成 24年度 構成比
（％）

152 億 3976 万円

18 億 3906 万円

9 億 9000 万円

36 億 3287 万円

12 億 9133 万円

2 億 147 万円

19 億 8455 万円

31 億 1015 万円

2 億 8774 万円

17 億 7757 万円

5942 万円

12.
1

6.5

23.
8

8.5

1.3
13.
0

20.
4

1.9

11.
7

0.3

6560 万円 0.4

平成 24 年度 構成比
（％）

16 億 7583 万円
1 億 7975 万円1 億 4069 万円4 億 3519 万円

80 億 9357 万円

12 億 6759 万円

8 億 188 万円

25 億 7710 万円

4 億 266 万円

155 億 7427 万円

0.9
1.1

2.8

52.
0

8.1

5.1

16.
6

2.6

10.
8

06
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■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 1億9313万円 1億9283万円 30万円
国民健康保険（保険事業勘定） 26億9257万円 26億5804万円 3453万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 616万円 616万円 ―万円
後期高齢者医療 3億0176万円 3億0113万円 63万円
介護保険（保険事業勘定） 26億2326万円 25億6558万円 5768万円
介護保険（サービス事業勘定） 2703万円 2703万円 ―万円

■企業会計決算の状況

区　分
経常収支比率
【財政の弾力性】

70％～ 80％→妥当
80％以上→要注意

実質赤字比率
【一般会計等の赤字割合】

13.36％～ 20％→早期健全化基準
20％以上→財政再生基準※ 2

連結実質赤字比率
【全会計の赤字割合】

18.36％～ 30％
　→早期健全化基準
30％以上→財政再生基準※ 2

実質公債費比率
【借金の実質負担割合】

18 ～ 25％→警戒・適正化計画策定
25 ～ 35％→早期健全化基準　
35％以上→財政再生基準

将来負担比率
【一般会計等の将来負担割合】

350％以上→早期健全化基準

H25 年度 87.3％（未発表） ―％（未発表） ―％（未発表） 14.4％（未発表） 88.8％　（未発表）

H24 年度 87.8％（90.3%） ―％　（―％） ―％　（―％） 15.7％（14.0%） 109.4％　（  92.2%）

H23 年度 89.5％（89.5%） ―％　（―％） ―％　（―％） 17.0％（15.0%） 117.9％　（106.0%）

H22 年度 87.4％（89.2％） ―％　（―％） ―％　（―％） 17.9％（15.8％） 124.9％   （117.4％）

H21 年度 94.1％（92.3％） ―％　（―％） ―％　（―％） 18.9％（16.5％） 160.5％   （135.9％）

H20 年度 95.4％（92.9％） ―％　（―％） ―％　（―％） 19.2％（16.9％） 175.4％　（155.8％）

H19 年度 99.7％（94.2％） ―％　（―％） ―％　（―％） 21.1％（14.3％） 208.9％   （163.4％）

H18 年度 99.7％（95.2％） 23.2％（18.3％）

H17 年度 104.7％（93.4％） 22.5％（17.0％）
　　    ［23.9％］※ 5

※１（　）内は県内平均値。－％は赤字比率がない　※２実質赤字比率および連結実質赤字比率の早期健全化基準（13.36％、18.36％）は能登町の平成 25 年度
標準財政規模から算出されます　※３早期健全化基準を超えた場合、財政健全化計画の策定が義務付けられます（黄信号）　※４財政再生基準を超えた場合、財
政再生計画の策定が義務づけられます（赤信号）　※５平成 17 年度の実質公債費比率は、制度改正があったため上段が改正前比率、下段［  ］内が改正後比率

平成 25 年度  決算報告

区　　　分 収　入 支　出 収　支 資金不足比率※ 1 経営健全化基準※ 2

観光施設 4711万円 4711万円 ―万円 ―％ 20.0％
公共下水道事業 5億2592万円 5億2592万円 ―万円 ―％ 20.0％
農業集落排水事業 3億9047万円 3億9047万円 ―万円 ―％ 20.0％
漁業集落排水事業 4000万円 4000万円 ―万円 ―％ 20.0％
浄化槽整備推進事業 6476万円 6476万円 ―万円 ―％ 20.0％
簡易水道事業 5億7771万円 5億7771万円 ―万円 ―％ 20.0％

水道事業
収益的収支 4億4738万円 3億8157万円 6581万円

―％ 20.0％
資本的収支 2億5597万円 6億3306万円 △3億7709万円

病院事業
収益的収支 25億4577万円 30億3353万円 △4億8776万円

―％ 20.0％
資本的収支 3億5053万円 4億1277万円 △6224万円

■財政指標から見る能登町の財政状況

 

財
政
状
況
の
特
徴

　

人
件
費
や
公
債
費
、
物
件
費
な
ど
経
常
的
な
支
出

に
充
て
ら
れ
た
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常

的
な
一
般
財
源
の
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

87
・
３
％
と
な
り
、０
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
歳
入
面
で
は
、
経
常
の
一
般
財

源
で
あ
る
普
通
交
付
税
が
増
と
な
り
、
歳
出
面
に
お

い
て
は
、
維
持
補
修
費
の
減
や
繰
上
償
還
実
施
の
効

果
に
よ
る
公
債
費
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
借
金（
公
債
費
）の
実
質
負
担
割
合
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
は
14
・
４
％
と
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、町
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
負
債
の
負
担
割
合
を
示
す
将
来
負
担
比
率

も
、88
・
８
％
と
20
・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
指
標
は
、
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
能
登
町
の
財
政

状
況
は
「
健
全
段
階
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
な

ど
に
依
存
す
る
当
町
の
財
政
は
、
国
の
制
度
改
正
な

ど
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
状
況
で
す
。
26
年
度
に

は
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
（
交
付
税
を
旧
町
村

単
位
で
計
算
）
が
終
了
し
、
27
年
度
か
ら
５
年
間
で

段
階
的
に
削
減
（
約
11
億
円
）
さ
れ
る
ほ
か
、
28
年

度
か
ら
は
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る
算
定
基
礎
人

口
の
減
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
人
件
費
の
削
減
や

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
発
展
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
町
債
の
発
行
抑
制
や
、
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※１「―％」は、資金不足比率がない　※２基準を超えた場合、個別外部監査契約に基づく監査が義務付けられる

第３回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
9
月

2
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
会
期
を
12

日
ま
で
の
11
日
間
と
定
め
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
議
案
9

件
、
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
13
件
、
諮
問

2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
3
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に
、
決
算
認
定

は
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
9
件
は
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
議
案
1
件
、

推
薦
1
件
、
議
会
議
案
3
件
が
追
加
さ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
9
件

（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
：
9
件
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

能
登
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
26
年
度

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
町
道
藤
波

崎
山
１
号
線
道
路
改
良
工
事
（
橋
梁
上
部

工
））

■
適
任
と
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

山
田
良
憲
さ
ん（
鵜
川
）久
田
幸
子
さ
ん（
宇

出
津
）
の
2
人
を
適
任
と
す
る

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

事
務
検
査
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
▽
地
方

自
治
法
第
98
条
第
1
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る

事
務
検
査
に
関
す
る
議
会
の
権
限
を
決
算
特

別
委
員
会
に
委
任

能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会

を
廃
止
し
、
総
務
常
任
委
員
会
を
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
改
め
る

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び
労
災
認

定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

■
推
薦

能
登
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

▽
農
業
委
員
会
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
出
島
健
二
さ
ん
（
時
長
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
決
定

決 算 特 別 委 員 会 を 設
置。13 会計の平成 25
年度決算を認定。

■決算特別委員会

　鶴野幸一郎（委員長）

　新平悠紀夫（副委員長）

　市濱　等

　小路政敏

　奥成壯三郎

　鍛治谷眞一

 目が見えにくい方
 見えない方のための
 福祉相談会
日時　　10 月 30 日㊍ 10:00 ～ 15:00
場所　　役場内浦庁舎（松波）
締め切り　10 月 23 日㊍

送迎希望の方はご相談ください。

　ご家庭や職場や外出先で、目が見えにくくて
お一人で悩んだり困ったりしていませんか？　
そんな方のための相談会を開きます。見えにく
くても使いやすい便利な道具などいろいろ手に
取って体験もできます。お気軽にお越しくださ
い。ご家族の方もどうぞ！

問い合わせ・申し込み　
　役場健康福祉課（障害福祉）　 ☎ 72-2503
　（社福）石川県視覚障害者協会
　　　　　　　　　　　　☎ 076-222-8781
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下
しもはた

畠	奈
な み

巳さん
（能都中3年）

【質問】海沿い道路施設の安全
・海面と道路と同じ高さの箇
所がある。対策を。

・海沿い地域の避難経路は示
されているか。
【町長】高潮被害が発生して
いる。現在は被害が減ってい
るが、気象状況を把握し注
意を払っていきたい。ハザー
ドマップ・防災マップは配布
済。日ごろから家族で複数の
避難経路を確認してほしい。

奥
おくの

野	弥
み お

櫻さん
（能都中3年）

【質問】高齢者が住みやすい町
・高齢者が増えているが、過
疎が進み買い物できる店が
少ない。バスの本数増やスー
パーの設置はできないか。
【町長】自家用車の増加など
でバス利用者が減少、路線廃
止につながった。小売店の設
置は難しいが、高齢者見守り
については、宅配事業を行う
コープいしかわと協定を締
結している。

藤
ふじた

田	隆
りゅうせい

靖さん
（能都中3年）

【質問】道路の雨水対策、除雪
・排水が不十分な道路がある
・中学校の坂の除雪後、凍っ
て危険。融雪装置は。
【町長】雨による冠水などの
箇所は緊急性を考慮し整備。
側溝清掃をしている町内も
あり、生活に密着した地域で
の取り組みもお願いしたい。
　中学校の坂には凍結防止
剤を検討する。生徒による除
雪など可能な範囲で対応を。

中
なかの

野	翔
しょうや

也さん
（松波中3年）

【質問】恋路海岸の活性化
・恋路海岸を公営海水浴場
に。地元の人や観光客が訪
れ、町全体が活性化するので
は。
【町長】恋路の公営海水浴場
は財政上の理由で平成 19 年
に閉鎖している。恋路は重要
な観光地で地元からも要望
があり、開設の準備を進めた
い。多くの人が訪れ、長く滞
在できるよう取り組む。

濱
はました

下真
しんたろう

太郎さん
（松波中3年）

【質問】町の人口問題
・人口減少が続いている。町
の対策は。外国人人口の増加
で税収増をはかれないか。
【町長】町は国勢調査で県内
で最も高い減少率を示して
いる。婚活支援事業や U・I
ターン者への助成、教育・子
育ての支援を実施している。
外国人は国同士の取り決め
により税収につながらない
ことがある。

室
むろいし

石	望
のぞみ
さん

（柳田中3年）
【質問】里山里海を知る活動
・豊かな環境に住むが、私た
ちがその魅力に気づいてい
ない。知る取り組みを増やし
ては。
【町長】里山里海の「聞き書
き」冊子の活用を。学校に関
係職員を派遣することもで
きる。「公民館特色ある事業」
では 9 公民館で里山里海に
関連した取り組みをしてい
る。地元の支援を続けたい。

土
つちば

場	優
ゆう が

雅さん
（小木中3年）

【質問】防犯灯の設置
・事件や不審者情報が相次
ぐ。災害は夜間にも発生す
る。太陽光や LED 照明の採
用で維持費の少ない防犯灯
を増設できないか。
【町長】LED は消費電力が少
なく長寿命。平成 23 年度か
ら町内会に対して設置費用
の 9 割を補助している。3 年
で 1252 基が LED 化された。
今後も整備を支援する。

大
おおはた

畠	愛
まな み

水さん
（能都中3年）

【質問】老朽施設の管理
・のと鉄道の路盤を歩道やラ
ンニングコースに整備を。

・照明のついていないトンネ
ルや能都体育館の雨漏り改
修を。
【町長】路盤はのと鉄道の所
有。整備の必要あれば安全対
策などを確認したい。トンネ
ルは平成 24 年に一斉点検を
実施。体育館修繕については
耐震補強とともに計画する。

山
やまね

根あやめさん
（柳田中3年）

【質問】通学路の安全
・通学路に危険箇所が多い。
子どもやお年寄りが利用し
やすい道路整備について町
の考えは。
【町長】道路整備により道が
広くなった箇所があるが、指
摘の通り危険な箇所も。県な
どと共に対策にあたりたい。
道が広くなると車も速くな
る。皆さんにも安全な通学を
お願いしたい。

谷
や ち

内	君
きみ え

恵さん
（小木中3年）

【質問】中学校統合について
・統合に不安がある。地域で
防災などの活動をしている
が、統合で地域のつながりが
薄れてしまうのでは。
【町長】小規模校は教員の配
置が困難で部活も限られる。
バス通学などは柔軟に対応
する。小木中は早くから地域
と連携を続けていて他の地
域の模範。今後も取り組みを
進めてほしい。

若
わかやま

山	龍
たつあき

昌さん
（松波中2年）

【質問】中学校統合について
・松波中と小木中の統合が実
現した場合、学校名や所在地
は。通学方法が変わるため関
心がある。
【町長】「町立小中学校教育環
境づくり検討委員会」の答
申に基づいて実施している。
24 年には真脇小と宇出津小、
26 年は鵜川中と能都中を統
合。関係者の意見を聞き、調
整しながら進めていきたい。

石
いしだ

田		夏
か な

那さん
（柳田中3年）

【質問】久田和紙の継承
・久田和紙の卒業証書づくり
は地域とのふれあいの場。今
後もぜひ継続を。みわ会の作
業負担増に対しての支援は。
【町長】久田和紙の卒業証書
が全中学校に拡大して負担
が大きくなったが、力仕事を
中学生が担っている側面も。
地域の元気にもつながるの
で道具や場所の確保を進め、
和紙の里として整備したい。

子
ど
も
議
会

5
回
目
と
な
る
能
登
町
子
ど
も
議
会
が
８
月
27
日
、
議
会
庁
舎
で

開
催
さ
れ
た
。
町
内
4
中
学
校
か
ら
12
人
の
子
ど
も
議
員
が
登
壇
。

町
の
発
展
を
願
い
、
疑
問
・
質
問
・
要
望
を
ぶ
つ
け
た
。

議長を務めた

開
ひらき

 光
ひ か る

流さん（松波中 3 年）

きのこの村
・役場
　総合案内など

・品評・販売特設会場
　きのこ品評会、きのこ販売
　など

・五感まるごと市
　きのこ料理、能登牛など各
　種食のテナント。五感まる
　ごと市のテナント出店者を
　募集します！

・公園
　カールおじさん、きのやま
　さん、のっとりんがやって
　くる！
林業の村
　林業商品販売など
能登きのこ＆能登牛ランチ
　先着 150 食、1,650 円
　※要予約
凧あげの村
　「全国凧あげ能登大会」

※きのこは自然の収穫物につ
き、品揃え状況が天候・気象
などにより左右されます。あ
らかじめご了承ください。
※荒天の場合、またはきのこ
の収穫状況により、内容変更
または中止になる場合があり
ます。
問能登きのこ祭り実行委員会

事務局（ふるさと振興課）
☎ 62-8532

五
感
ま
る
ご
と
能
登
づ
く
し
　
秋
の
里
山
を
味
わ
お
う

第
5
回
能
登
き
の
こ
祭
り

　
日
時
　
10
月
19
日
㊐
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

　
場
所
　
柳
田
植
物
公
園
特
設
会
場
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10
月
26
日
日
は

の
投
票
日
で
す
。

　
　
　
　
　
（
執
行
予
定
）

◆
投
票
時
間　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

　

た
だ
し
、
一
部
投
票
区
は
午
後
7
時
ま
で

◆
有
権
者

　

平
成
6
年
10
月
27
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
26
年
7
月
20
日
ま
で
に
能
登
町
に

住
民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
3
カ
月
以
上

能
登
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

◆
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
は
住
民
登
録
が
あ
る
住
所
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
登
録
と
現
住
所
が
異

な
っ
て
い
る
人
は
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
入
場
券
が
な
く
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日
選
挙

権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

現
在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
し
て

い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
宣
誓
書
（
請

求
書
）
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
請

求
の
あ
っ
た
現
住
所
へ
投
票
用
紙
や
不
在
者
投

票
用
封
筒
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
日

前
投
票
が
で
き
る
投
票
所
の
場
所
と
時
間
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

投票区 投票所 閉鎖時間

第 1 能都社会福祉会館　１階集会室 午後 8 時
第 2 町立宇出津小学校　１階ロビー 午後 8 時
第 3 町立ひばり保育所　遊戯室 午後 8 時
第 4 町立三波公民館　集会室 午後 7 時
第 5 矢波地区集会所 午後 7 時
第 6 町立神野公民館　ホール 午後 8 時
第 7 町立鵜川公民館　図書室 午後 8 時
第 8 町立瑞穂公民館　和室 午後 8 時
第 9 宮地生活改善センター　集会室 午後 7 時

第 10 野田コミュニティセンター 午後 8 時
第 11 町立小間生公民館　会議室 午後 7 時
第 12 上町地区生活改善センター　和室 午後 8 時
第 13 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7 時
第 14 当目地区多目的研修集会センター 午後 7 時
第 15 斉和多目的集会所 午後 7 時
第 16 内浦福祉センター　１階集会場 午後 8 時
第 17 上区集会場 午後 7 時
第 18 町立不動寺公民館　集会室 午後 7 時
第 19 町立秋吉公民館　集会室 午後 7 時

第 20 白丸コミュニティ施設
多目的交流ホール 午後 8 時

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 午後 7 時
第 22 小木地区活性化センター　ロビー 午後 8 時
第 23 町立高倉保育所　遊戯室 午後 8 時
第 24 小浦地区集会所 午後 7 時

期日前投票所と投票時間
期間 投票所名 投票時間

10月 22日㊌

～ 25 日㊏

能都社会福祉会館 1 階集会室 午前8時30分～
午後 8 時

柳田庁舎 1 階事務室 午前 8 時 30 分～
午後 7 時内浦福祉センター 1 階集会場

10月 24日㊎

～ 25 日㊏

町立鵜川公民館　図書室 午前 8 時 30 分～
午後 7 時小木地区活性化センター ロビー

能
登
町
議
会
議
員
選
挙

　入場券は 10 月 21 日に発送予定です。裏面が期
日前投票の「宣誓書」になっています。期日前投票
を行う場合はあらかじめ氏名などを記入してお持ち
ください。

こ
の
部
分
は
全
て

記
載
く
だ
さ
い

住
所
欄
は
宛
名
と

異
な
る
場
合
の
み
記
載

該
当
す
る
番
号
を

○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

入場券表面

▼入場券裏面

▼

当日の投票所と投票時間
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☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより

　外科外来の増築工事に伴い、第 3 駐車場の一部が 10
月 28 日まで利用できなくなっています。正面玄関へ続
く歩行者用通路を設けてありますのでご利用ください。
ご迷惑をおかけしておりますが、ご協力をお願いいたし
ます。

■工事のため駐車場の利用にご注意ください
　9 月 17 日㊌、1 階ロビーで「宇出津病院フェスタ～
翔生 2014 秋～」が開かれました。「地域の皆さんに当
院の事をもっと知っていただきたい」「信頼され、愛さ
れる病院になりたい」という想いから行われたもので、
去年に続き 2 度目の開催となります。
　会場では「琴城流大正琴うしつ秋桜」の皆さんによる
演奏が行われました。皆さんお馴染みの「赤とんぼ」や

「里の秋」などが演奏され、口ずさむ姿も見られました。
　ギターの伴奏にあわせ職員が「翼をください」などを
合唱しました。入院患者、職員らが一体となったイベン
トとなり、楽しいひとときを過ごしました。

■病院フェスタを開催しました

　10 月 31 日㊎の小児外科の診察は、小栗医師による
小児科の診察となります。ご了承ください。

■小児科、小児外科の医師変更

　医療サービス推進室では、病気に関して起きるいろい
ろな問題について一緒に考え、解決できるよう医療ソー
シャルワーカー（MSW）、保健師、診療情報管理士が在
籍しています。
　9 月からは直通電話、直通ファックスを設置していま
す。ご相談がありましたらどうぞご利用ください。
　医療サービス推進室
　　電話番号：62-1303　　FAX 番号：62-1304
　　時間：休日を除く月～金曜日の 9:00 ～ 17:00

■医療サービス推進室に直通電話を設置

「うしつ秋桜」の大正琴演奏に聞き入る来院者

至 能都庁舎

至 鳳寿荘

歩
行
者
通
路

工事中

第 3
駐車場

第 2
駐車場第 1

駐車場第 5
駐車場

第 4駐車場

裏玄関

正面玄関

宇出津病院前

公立
宇出津総合病院

宇出津病院前
バス停

至 柳田

今月は年金支給月  みなさん気をつけて!
　あなたの大切な老後の資金が狙われています !!
　一人もしくは夫婦だけで暮らす高齢者世帯が増えてい
ます。それにともない高齢者を狙った消費者トラブルが
後を絶ちません。消費生活相談窓口には、高齢者を狙っ
た被害相談が増えています。悪質業者は、高齢者の「お金」

「健康」「孤独」といった不安を言葉巧みにあおり、親切
にして信用させ、大切な年金・貯蓄などの財産を狙って
います。悪質商法の被害は、決してひとごとではなく、「私
は大丈夫」と思い込むのは危険です。普段から「自分の
身にも起きるかもしれない」と考えて注意するようにし

ましょう。地域の皆さんの力が求められています。日ご
ろから高齢者の様子を気にかけること、それが高齢者を
消費者被害から守ることにつながります。
　地域のみなさんが、高齢者の “ 心強い味方 ” になって
あげてください。おかしいな、困ったなと思ったら、一
人で悩まず、必ず相談しましょう！

【相談先】　ふるさと振興課　☎ 62-8532
　　　　　奥能登消費生活相談室　☎ 0768-26-2307
　　　　　県消費生活支援センター　☎ 076-267-6110
　　　　　消費者ホットライン　☎ 0570-064-370

消費生活トラブル対策



会場には多くの観客が集まり、迫力ある演奏を楽しんだ

太鼓連響宵祭り

　9 月 20 日夜、上長尾集会場前で「能登町太鼓連響
宵祭り」があり、連響に加盟する 6 団体が力強い演奏
を披露しました。上長尾の祭礼の日に合わせ行われた
もので、トラックの荷台を利用したステージの前には
多くの観客が集まりました。
　広場には灯りをともしたキリコが飾られ、背景とな
る民家の庭木がライトアップされるなど、幻想的な雰
囲気の中でステージを楽しみました。

秋の夜に響く勇壮な太鼓

　金沢星稜大学の学生 94 人は 9 月 16 日、柳田の白山神社の例祭「柳田大祭」に参加し、祭りを
活気づけました。午前に国民宿舎能登やなぎだ荘に到着した一行は事前学習に臨み、柳田公民館
長で NPO 法人「のとキリシマツツジの郷」事務局長の政田成利さんから、高齢化が進む地域の現
状や柳田大祭の歴史、NPO の地域づくり活動について説明を受けました。
　同大は平成 21 年から祭りに参加しています。今年の学生参加者数は過去最多で、住民と共に 4
基のキリコを運行しました。受入を担当した日詰脇地区宮総代の井口隆彦さんは「祭りを盛り上
げてくれる若い力はありがたい。能登の人たちが誇り、守り続
ける祭り文化の奥深さを感じてほしい」と話していました。

柳田大祭に星稜大生94人が参加
学生の若い力で祭り活性化

　日本で学ぶ世界各国の留学生が石川の地に集う
「ジャパンテント」は 8 月 20 日に開幕し、能登町には

9 人の留学生が 21 日から 24 日まで滞在しました。
　ホストファミリーとの対面式で持木町長は「町の魅
力を存分に満喫し、楽しい思い出をいっぱいつくって
ください」と歓迎。小木の高瀬山にあるロシア兵慰霊
碑「ソビエット戦士の碑」では、ロシアからの留学生
であるリハリスカヤ・アンナさんが献花しました。

留学生が5軒にホームステイ
第27回ジャパンテント

ホストファミリー5家族が出席して行われた対面式

高
さ
約
13
メ
ー
ト
ル
の
「
野
田
の
大
キ
リ
コ
」

を
含
む
4
基
が
運
行

▼

▼そろいの法被でキリコを担ぐ学生たち

14

新調したそろいの法被を着て料理作りを手伝う受講生ら

「ヨバレ」祭り文化を体験
「丸の内朝大学」受講生　祭礼に参加

　東京の市民講座「丸の内朝大学」地域プロデューサー
クラスの受講生らは 9 月 2 日、黒川の白山神社の祭礼
に参加し、親戚や知人をもてなす宴席「ヨバレ」など
を通じて能登の祭り文化に触れました。
　受講生 4 人がそろいの法被を着て、中谷家の建築様
式を調査する石川高専の学生らと地元の 4 軒を訪問。
赤飯や煮物などのヨバレ料理を手伝い、夜には神輿と
キリコを見物し、住民と和やかに交流しました。

　祭りやイベントを通じて能登の伝統文化を学ぼう
と、東海大学観光学部の松本亮三ゼミ、服部泰

とおる

ゼミの
教員・学生ら 19 人が 8 月 22 日からの 3 日間、能登
町を訪れ鵜川にわか祭やござれ祭りを体験しました。
　にわか祭では鵜川の魚町組に交じって活動し、祭り
前日のにわか組み立てから、当日の神事や町内回りま
でを体験。その夜に本祭りを見学し、能登の祭礼につ
いて学びました。

地域の人と共に過ごし、祭りについて学んだ学生たち

伝統文化から観光を考える
今年も東海大学観光学部がゼミ合宿

　園内の適正な誘導や魅力的な情報発信で誘客に結び
つけようと、金沢学院大学の越田久文ゼミの教員・学
生 13 人が 8 月 20 日から 23 日、25 日から 28 日まで
の日程で柳田植物公園を訪れ、デザイン提案のため活
動しました。
　活動では、老朽化している園内の案内看板や、ホー
ムページの更新デザインを提案するため、現地調査や
関係者に対して聞き取りが実施されました。

柔軟な発想でプランニング
金沢学院大学美術文化部がデザイン

園内施設の状況を調査する学生たち

自身の体験や来年の研修生へのアドバイスを発表した

中学生海外派遣事業

　9月19日、役場能都庁舎で中学生海外派遣事業の報告
会があり、オーストラリアに派遣された11人が体験を
発表しました。7月23日から8月1日までの10日間の日
程でブリスベン、ゴールドコーストを訪れました。
　リーダーを務めた小木中2年の廣瀬英大郎さんは「一
番心に残ったことは、ホストファミリーや現地であっ
た皆さんが、笑顔で温かく迎えてくれたこと」と話し、
大きな成長につながった日々を振り返りました。

充実の10日間を報告

15_NOTO＋2014.10
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8
月
19
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
広
島
市
へ
の
募
金
箱
を
12
月
下
旬

ま
で
、
役
場
各
庁
舎
、
支
所
・
出
張
所
の
窓

口
に
設
置
し
ま
す
。温
か
い
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

土
砂
災
害
の
被
災
地
・
広
島
に

温
か
い
ご
支
援
を

　
「
忙
し
く
て
」「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将
来
の
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

安
心
確
実
な
納
付
の
た
め
、
口
座
振
替
が

お
勧
め
で
す
。
口
座
振
替
に
は
、
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
制
度
の
ほ
か
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
6
カ
月
、
1
年
、
2
年
の

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
口
座

振
替
制
度
の
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

役
場
町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き
は
法
務
局

へ
の
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
未
登
記
の
場

合
に
は
固
定
資
産
税
の
算
定
の
た
め
、
税
務

課
へ
未
登
記
家
屋
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊
し
）
し
た
と
き
は
、

登
記
さ
れ
て
い
る
建
物
は
法
務
局
へ
滅
失
登

記
を
、
未
登
記
の
場
合
は
税
務
課
へ
滅
失
の

届
出
を
し
な
い
と
、
存
在
し
な
い
家
屋
に
そ

の
ま
ま
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
現
状
に
あ
っ
た
適
切
な
課
税
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

・
届
出
書
（
税
務
課
、
役
場
各
庁
舎
、
支
所
・

お
知
ら
せ

家
屋
の
新
築
、
増
築
、

取
り
壊
し
の
際
は
届
出
を

出
張
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑　

　
　

問
税
務
課
（
62
）
８
５
０
５

　
（
公
財
）
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
で
は
、

能
登
の
交
流
人
口
拡
大
や
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

育
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
対
象
に
平
成
27
年

度
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
説
明
会
日
程
〉

・
10
月
16
日
㊍

　

10
時
30
分
～　

県
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

　
（
能
登
空
港
内
）
41
会
議
室

　

14
時
～　

県
中
能
登
総
合
事
務
所
会
議
室

　
（
七
尾
市
小
島
町
ニ
部
33
）

・
10
月
17
日
㊎

　

14
時
～　

県
庁
14
階
１
４
０
７
会
議
室

〈
対
象
者
〉

　

能
登
の
活
性
化
に
取
り
組
む
県
内
の
民
間

　

団
体

※
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金

（
県
庁
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
３
１
７

http://noto-fukkoukikin.jp/

募
集

能
登
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
い
し
か
わ
景
観
総
合
条
例
を
平

成
20
年
に
制
定
し
、
美
し
い
石
川
の
景
観
の

保
全
・
創
出
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
、
能
登
4
市
4

お
知
ら
せ

い
し
か
わ
景
観
総
合
条
例

海
岸
沿
線
追
加
指
定
説
明
会

町
が
世
界
農

業
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
そ

の
際
、
能
登

の
里
山
里
海

の
景
観
も
高

く
評
価
さ
れ

た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
美
し
い
能
登
の
里
山
里
海
景
観
を
保

全
す
る
た
め
、
古
く
か
ら
半
農
半
漁
の
集
落

が
立
地
し
、
今
な
お
能
登
ら
し
い
里
山
里
海

が
色
濃
く
残
る
、
能
登
の
沿
岸
部
を
周
遊
す

る
幹
線
道
路
沿
線
を
条
例
に
基
づ
く
特
別
エ

リ
ア
（
地
域
）
に
追
加
指
定
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

概
要
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
期
日
〉

10
月
5
日
㊐

〈
会
場
〉

10
時
～
11
時
…
輪
島
市
役
所
3
階
大
会
議
室

14
時
～
15
時
…
珠
洲
市
産
業
セ
ン
タ
ー
3
階

生
活
改
善
研
修
室

http://w
w

w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/toshi/

keikan/h26setum
eikai.htm

l

　
　
　
問
県
土
木
部
景
観
形
成
推
進
室

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
７
５
９
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本
年
度
、
能
登
消
防
署
で
は
4
人
の
職
員

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
職
員
は
金
沢
市

に
あ
る
県
消
防
学
校
で
半
年
間
の
初
任
科
教

お
知
ら
せ

地
域
の
安
全
に
意
気
込
む

本
年
度
採
用
消
防
士
の
紹
介

育
を
受
け
、
勉
学
や
厳
し
い
訓
練
に
励
み
ま

す
。

　

半
年
間
の
前
期
初
任
科
教
育
を
終
え
、
10

月
か
ら
能
登
消
防
署
で
勤
務
す
る
2
人
と
、

こ
れ
か
ら
半
年
間
、
後
期
初
任
科
生
と
し
て

消
防
学
校
で
学
ぶ
2
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　どのような災害に
も 対 応 し、 迅 速 に 動
け る 知 識、 技 術 を 身
に つ け て き ま し た。
これからも努力に励
み、 安 全 を 保 て る 消
防士を目指して頑張
ります。

水元佑哉（宇出津）

　消防学校では訓練、
勉学に励み多くのこ
とを学んできました。
消防学校でつけた知
識、体力を活かして
地域に貢献できる消
防士を目指して頑張
ります。

境谷 駿一（五郎左エ門分）

　 消 防 学 校 で 火 災、
救助等の現場で必要
な 体 力、 技 術、 精 神
力を養い、町民の方々
から頼られる消防士
に成長できるよう励
んできます。

中谷槙佑（河ヶ谷）

　消防学校で多くの
ことを学び、災害時
には、迅速かつ的確
な対応をし、地域の
方々が安心して生活
できるように日々努
力していきます。

政田龍平（石井）

◎前期初任科を修了し、能登消防署で勤務する 2 人

◎後期初任科教育のため、県消防学校に派遣される 2 人

きれいな里海を未来へ残そう　下水道に接続を

公共下水道への接続工事を行う場合、および使用を開始しようとするときは次の点にご注意ください。

届出が必要なとき
　・公共下水道が整備された区域内で建物を新築・増改築するとき

　・単槽の浄化槽やくみ取り便所等を廃止して下水道へ接続するとき

排水設備の接続工事に伴う届出
　１．工事着工前

　　排水設備工事を行う場合は、事前に「排水設備等計画確認申請書」を提出してください。 

　　㊟接続工事は町が指定した「排水設備指定工事店」でなければ行うことができません。
　２．工事完了後

　  排水設備工事の工事完了後、５日以内に次の書類を提出してください。        

　　・排水設備等工事完了届

　　・公共下水道使用開始届

　　開始後、汚水排水量（水道の使用水量）に応じた下水道使用料をいただきます。       

　無届による工事等により下水道使用料が徴収漏れとなった場合、過去にさかのぼって使用料を納付していただ

くことになりますので、速やかに申請するようご協力ください。 

問上下水道課☎ 72-2507

下水の接続には届出が必要です
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【下り】　穴水駅から能登町・珠洲市方面　金・土・日運行
穴水駅～珠洲市間 穴水駅 穴水此の木 柳田天坂 柳田上町 すずなり館 狼煙

穴水からの運賃 900 円 1300 円

時刻 14:20 14:25 14:58 15:00 15:26 16:14
15:30 15:35 16:08 16:10 16:36 17:24

柳田天坂～珠洲市間 
（宇出津経由） 柳田天坂 宇出津駅 内浦庁舎 恋路 見付

柳田天坂からの運賃 400 円 900 円

時刻 15:05 15:15 15:36 15:42 15:47
16:20 16:30 16:51 16:57 17:02

【上り】　珠洲市・能登町から穴水駅方面　土・日・月運行
珠洲市～穴水駅間 鉢ヶ崎 すずなり館 

※降車不可
柳田上町 

※降車不可
柳田天坂 

※降車不可 穴水此の木 穴水駅

穴水までの運賃 1300 円 900 円
時刻 10:35 10:46 11:10 11:12 11:45 11:50

乗り継ぎ

　珠洲市・能登町広域公共交通活性化協議会では、観
光客の利便性向上のため穴水駅発着のシャトルバスを
実証運行します。鉄道で穴水駅まで来た人、金沢から

特急バスで穴水此の木まで来た人を対象としています
が、町内の人も利用できます。シャトルはスズ交通株
式会社の車両で運行されます。

※町野線の「上町」バス停と、特急バスの「柳田上町」バス停は、位置が異なります。柳田上町バス停は、立体交差点の珠洲方面側の出入口にあります。

問珠洲市・能登町広域公共交通活性化協議会（珠洲市財政課内）☎ 82-7716
　能登町企画財政課☎ 62-8503

長年にわたり子育て支援に従事

母子保健推進員の表さんに知事表彰
　9 月 4 日、県庁で平成 26 年度県公衆衛生功労者母子保健事業
従事者知事表彰があり、松
波の表美紀子さんが社会奉
仕活動者（母子保健推進員）
として表彰を受けました。
　表さんは平成 8 年に旧
内浦町の母子保健推進員に
委嘱され、現在まで 18 年
間、活動に携わっています。
乳幼児宅の家庭訪問、保育
所を回っての寸劇、離乳食
教室での乳幼児の見守りな
ど、長年にわたり母子保健
活動や子育てボランティア
活動を行っています。

賞状を手にする表さん

お
知
ら
せ

原
子
力
防
災
訓
練
に
ご
協
力
を

　

11
月
2
、
3
日
に
県
原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
宇
出
津
小
学
校
と
小
木
港
で
、
志

賀
町
の
一
部
避
難
住
民
の
た
め
の
受
け
入
れ

訓
練
と
食
糧
等
調
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

〈
日
時
〉

11
月
2
日
㊐　

午
前
8
時
～
午
後
5
時
半

　
　

3
日
㊗　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

〈
場
所
〉

志
賀
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
ほ
か

〈
町
内
で
の
訓
練
〉

宇
出
津
小
学
校
…
避
難
者
受
入
訓
練
、
食
糧

等
調
達
訓
練

小
木
港
…
食
糧
等
調
達
訓
練

　
　
　
　
問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

穴水 ⇌ 能登 ⇌ 珠洲
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
8月16日～9月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
能登町立鵜川小学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 6,499,440 円 ㈲恋路観光バス

能登町立松波小学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 9,460,800 円 ㈲恋路観光バス

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（国重地内）　2 工区 国重 上下水道課 14,256,000 円 ㈲モアグリーン

平成 26 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　新港中継ポンプセンター　
長寿命化計画策定業務

宇出津新港 上下水道課 5,216,400 円 ㈱中央設計技術研究所

平成 26 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　新港中継ポンプセンター　
耐震診断業務

宇出津新港 上下水道課 10,022,400 円 ㈱中央設計技術研究所

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業（住宅・
建築物アスベスト改修）　柳田山村開発センター
　アスベスト除去工事

柳田 農林水産課 23,220,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級石井
久田 1 号線（その 2）　舗装工事 久田 建設課 5,670,000 円 島屋建設㈱

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道松波布浦 1 号線　消雪施設設備　測量設計業務 松波 建設課 5,724,000 円 ㈱東洋設計

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道藤波崎山 1 号線　道路改良工事（橋梁上部工） 崎山 建設課 77,760,000 円 ㈱ピーエス三菱　金沢営

業所
能登町立能都中学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 7,626,960 円 ㈲恋路観光バス

能登町立柳田小学校及び柳田中学校スクールバス
　管理運行業務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 18,584,640 円 ㈲恋路観光バス

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業（住宅・
建築物耐震改修）　柳田情報センター　耐震改修
工事

柳田 農林水産課 16,524,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　農村総合整備事業（体質強化型）　
鈴ヶ嶺地区　用排水路・暗渠排水整備工事 鈴ヶ嶺 農林水産課 8,478,000 円 ㈲干場重機建設

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（久田地内）　1 工区 久田 上下水道課 23,544,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（久田地内）　2 工区 久田 上下水道課 22,356,000 円 ㈱青木産業

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道白丸 2 号線　道路改良工事 白丸 建設課 5,324,400 円 ㈲和光建設

平成 26 年度　能登町衛生センター　第二期施設
整備工事 藤波 環境対策課 13,284,000 円 ㈱クリタス　東海支店

のと里山空港	10月のイベント

■ 19 日㊐　おらが故郷お国自慢
　長谷部太鼓（穴水町）によるミニコンサート

〈時間〉15:15〈場所〉のと里山空港 2 階ロビー

「空の日」フェスタ
12日㊐　10:00 ～ 16:30
　往復利用旅行券が当たる「のと里山空港ウルトラクイ
ズ」「紙飛行機 的入れゲーム」など多彩なイベントを開催

イベント内容の詳細は「のと里山空港ホームページ」
をご覧ください。http://www.noto-airport.jp/

まちづくりの企画を募集
公益信託能登町エンデバーファンド 21
　まちづくり活動に取り組むグループなどに対し、その企画内容に
応じて助成を行います。
 助成事業の内容
　①まちづくり活動の調査研究　②地域の環境保全・改善などのま
　ちづくり活動の企画や活動の実施　③まちづくり活動に取り組む
　グループ相互間の交流や情報交換　④地域振興・観光振興などの
　ための施設整備
 受付期間　12 月 26 日㊎まで
 申請方法　「助成事業申請書」に必要事項を記入し、興能信用金庫
　　　本店営業部に提出して下さい。申請書は同金庫にあります。

問企画財政課☎ 62-8503
興能信用金庫本店営業部☎ 62-1122

㈱しんきん信託銀行☎ 03-3564-8465



購
入
に
要
す
る
費
用
の
１
／
２
、
上
限
５
万

円
。
費
用
に
は
本
体
、
付
属
設
置
品
、
工
事

費
を
含
み
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

募
集

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の

購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

の
設
置
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
、冬
が
近
づ
く
前
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
補
助
対
象
者
〉

・
町
内
の
住
宅
、事
業
所
な
ど
に
設
置
す
る
人

・
町
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
人

補
助
は
１
世
帯
ま
た
は
1
事
業
所
に
つ
き
１

回
限
り

〈
対
象
ス
ト
ー
ブ
〉

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
、

安
定
し
た
燃
焼
を
確
保
す
る
た
め
、
燃
料
の

定
量
的
な
供
給
が
で
き
る
構
造
の
も
の

・
薪
（
木
材
お
よ
び
木
材
の
廃
材
）
を
燃
料

に
使
用
し
た
も
の

※
い
ず
れ
も
未
使
用
の
ス
ト
ー
ブ
に
限
る

〈
補
助
額
〉

■
募
集
期
間
…
10
月
15
日
㊌
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

住
所
…
宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

家
賃
…
月
額
２
０
，
９
０
０
円
～
３
１
，

１
０
０
円
（
15
号
棟
36
号
・
3
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動　

桜
木
住
宅　

住
所
…
鵜
川
30
字
1
番
地

家
賃
…
月
額
１
６
，
３
０
０
円
～
２
４
，

３
０
０
円（
1
号
棟
１
３
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

１
６
，
４
０
０
円
～
２
４
，
４
０
０
円（
２

号
棟
２
２
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動

わ
す
み
団
地　

住
所
…
上
町
ほ
字
27
番
地

家
賃
…
月
額
３
５
、０
０
０
円
（
2
号
棟
1

番
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※
い
ず
れ
の
住
宅
も
敷
金
は
家
賃
の
3
カ
月

分
で
す
。

■
入
居
資
格

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
人
（
予
定
者
を

含
む
）
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

ら
か
な
人
③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
月
額
所
得
が
次
の
基
準
に
該
当

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下（
城
野
、
桜
木
）

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上（
わ
す
み
）

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４
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河
川
で
の
サ
ケ
の
採
捕
は
、
水
産
資
源
保

護
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
が

河
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
皆
さ
ん
が
き
れ

い
な
河
川
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
努
力
を
重

ね
た
結
果
で
す
。
北
の
海
か
ら
長
い
旅
を
経

て
、
産
卵
の
た
め
に
生
ま
れ
た
河
川
に
戻
っ

て
き
た
貴
重
な
サ
ケ
で
す
。
採
捕
せ
ず
温
か

く
見
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
問
県
水
産
課
企
画
流
通
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
６
―
２
２
５
―
１
６
５
２

お
知
ら
せ

河
川
で
の
鮭
の
採
捕
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

募
集

地
域
を
良
く
す
る
活
動
団
体
に

助
成
し
ま
す

ニ
ュ
ー
ス

コ
ー
プ
い
し
か
わ
と

高
齢
者
見
守
り
に
関
す
る
協
定

合
、
町
に
連
絡
す
る
内
容
で
す
。
コ
ー
プ
い

し
か
わ
と
は
平
成
25
年
3
月
に
災
害
時
支
援

に
関
す
る
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

　

町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
地
域
を
良
く

し
よ
う
と
活
動
す
る
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
助
成
を
希
望

す
る
町
内
の
団
体
の
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
期
間
〉
12
月
15
日
㊊
ま
で

　
　
　

問
町
共
同
募
金
委
員
会

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
（
72
）
２
３
２
２

　

町
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ
は

8
月
20
日
、「
地
域
見
守
り
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
コ
ー
プ
い
し
か
わ
が
配

達
の
際
に
対
象
住
民
の
異
変
を
察
知
し
た
場

調印式にはコープいしかわのキャラク

ター「コポ丸」も訪れた。
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

■議会庁舎

〒 928-0312
上町 8 字 485 番地
　議会事務局☎76-8310

今月の納期　10月31日金
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10 月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

子ども・子育て支援新制度とは
　・幼児期の教育や保育及び地域の子育て支援を総合的に推進する制度で、平成
　　27 年 4 月にスタートすることになっています。
　・幼稚園と保育所のいいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります。
　・子どもが減ってきている地域の子育てもしっかり支援します。
子ども・子育て支援新制度で変わること
　・保育所などの施設の利用を希望する保護者は、利用のために「保育の必要性」
　  の認定の手続が必要となります。
　・お子さんの年齢や、保護者の就労状況、家庭状況から町が保育の必要性を判断
　  し、次の認定に区分されます。

認定区分 　対象者 施設

1 号認定 お子さんが満 3 歳以上で、2 号認定に
該当しないが教育を希望される場合

・幼稚園
・認定こども園

2 号認定
お子さんが満 3 歳以上で、保育の必要
な事由に該当し、保育所や認定こども
園などで保育を希望される場合

・保育所
・認定こども園

3 号認定
お子さんが満 3 歳未満で、保育の必要
な事由に該当し、保育所や認定こども
園などで保育を希望される場合

・保育所
・認定こども園

　・保育を必要とする事由

これからの予定
　新制度への移行にあたって、国が定める「基本指針」に基づき、地域のニーズを
踏まえた「子ども・子育て支援事業計画」を策定することとされています。町にお
いても、子育て支援などに関するニーズを把握するとともに、「能登町子ども・子
育て会議」において、子育て中の方、子育て支援に携わっている方などの意見を伺
いながら、事業計画の策定を進めています。
　新制度へ円滑に移行できるよう、必要な準備を進めていますが、例年 10 月に受
付けている保育所 ( 園 ) 入所申込が、新制度への対応のため遅れる見込です。ご了
承をお願いします。

問健康福祉課児童福祉係☎ 72-2512
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　はかりの「定期検査」を実施します。
〈内浦地区〉　内浦福祉センター　10 月 6 日㊊ 13 時～ 15 時
〈柳田地区〉　柳田体育館　10 月 7 日㊋ 12 時 30 分～ 15 時
〈能都地区〉　役場能都庁舎　10 月 8 日㊌ 12 時 30 分～ 15 時

　問石川県計量検定所☎ 076-241-4157、ふるさと振興課☎ 62-8532

取引・証明用の「はかり」は定期検査が必要です

・就労　※フルタイムのほか、パートタイム、自営業などの居宅内の

　　　　  労働など、基本的に全ての就労を含む。

・妊娠、出産　・保護者の疾病、障害

・同居又は長期入院等している親族の介護・看護

・災害復旧

・求職活動　※起業準備を含む。

・就学　※職業訓練校等における職業訓練を含む。

・虐待やＤＶのおそれがある場合

・育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続

  利用が必要な場合

・その他、上記に類する状態として町が認める場合
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芸
術
部
門

〈
日
時
〉11
月
1
日
㊏
～
2
日
㊐ 

9
時
～
17
時（
2
日
は
15
時
ま
で
）

〈
会
場
〉内
浦
体
育
館

芸
能
部
門

〈
日
時
〉11
月
2
日
㊐

  

9
時
～
16
時
頃

〈
会
場
〉内
浦
第
２
体
育
館

〈
特
別
出
演
〉

吟
道
錦
城
流
常
任
理
事　

小
宿
啓
城

　
　

渋
川
流　

森
川
悦
峰　

森
川
節
峰

囲
碁
部
門

〈
日
時
〉11
月
2
日
㊐  

10
時
～
15
時

〈
会
場
〉ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

お
茶
席

〈
日
時
〉11
月
2
日
㊐  

10
時
～
15
時

〈
会
場
〉内
浦
多
目
的
交
流
研
修
施
設

１．柳田発、山中経由　会場行
バス停名 朝の便 昼の便

柳田 8:15 12:00
上町公民館前 8:20 12:05
中又 8:23 12:08
能都庁舎 8:30 12:15
山中 8:36 12:21
不動寺 8:40 12:25
上 8:43 12:28
内浦庁舎前 8:47 12:32
内浦体育館 8:50 12:35

２．鵜川発、小木経由　会場行
バス停名 朝の便 昼の便

鵜川口 7:50 12:00
能都七見 7:53 12:03
矢波弁天 7:57 12:07
波並駅前 8:00 12:10
藤波駅口 8:03 12:13
能都庁舎 8:08 12:18
羽根漁港 8:15 12:25
本小浦 8:20 12:30
縄文真脇温泉口 8:25 12:35
小木港 8:30 12:40
九十九湾 8:35 12:45
能登新保 8:38 12:48
新村 8:42 12:52
宮崎 8:45 12:55
内浦体育館 8:50 13:00

文化祭マイクロバス運行表
※ 2 日㊐のみ運行。奥能登バス等の

バス停付近に停車します。 １．山中経由、柳田行
乗り場 昼の便 夕方の便

内浦体育館 11:00 16:30
能都庁舎 11:20 16:50
柳田 11:35 17:05

２．小木経由、鵜川行
乗り場 昼の便 夕方の便

内浦体育館 11:00 16:30
能都庁舎 11:40 17:10
鵜川口 12:00 17:30

帰りの便
　帰りは逆ルートで運行。夕方の便は
　芸能発表が終了次第発車します。

能登町文化協会 10 周年記念事業

西房浩二大作展

〈夜想曲〉

能登町立美術館（羽根万象美術館）
10/21 ㊋～ 11/16 ㊐

※月曜休館、11/3 ㊗は開館します。

作品解説

11/4 ㊋、16 ㊐　午前 11 時、午後 2 時

主催　能登町文化協会
共催　能登町・能登町教育委員会
後援　北國新聞社・北陸放送・テレビ金沢・エフエム石川

日本航空学園	航空祭2014		夢・空・11
10月11日㊏・12日㊐　9:00 ～ 16:00

問日本航空学園☎ 0768-26-2255
http://jaaw-hs.net/（高校航空祭情報リンクより）

　観閲行進（11 日 13:00 ～）、YS-11 やヘリコプター・
航空機展示、フライトショー、ダンスアトラクション、
お化け屋敷、ヘリコプター遊覧飛行、キャビンアテ
ンダントカフェ、オープンキャンパスなど盛りだく
さん。

YS-11と綱引き

模擬店も出店
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参加者募集 !
参加無料・バス送迎付

〈募集期間〉10 月 1 日㊌～ 11 月 20 日㊍　※当日消印有効

〈応募資格〉県内在住で、平成 27 年 4 月 1 日現在満 6 歳以上の人

　　　　　　※ 18 歳未満は成人と一緒にご応募ください。

〈募集人数〉約 3,000 人（応募者多数の場合は抽選）

〈応募方法〉専用の「参加応募用紙」に必要事項を記入して、郵送、ファクシミリまたは持参にて応募して

　　　　　ください。電話での応募はできません。

　　　　　　大会ホームページからは、電子申請による応募や、「参加応募用紙」をダウンロードすること

　　　　　ができます。詳しくは「応募ガイド」または大会ホームページをご覧ください。

〈お申し込み・お問い合わせ先〉
　　第 66 回全国植樹祭石川県実行委員会事務局（県農林水産部全国植樹祭推進室内）

　　〒 920-8580 金沢市鞍月 1-1　県庁 14 階　　☎ 076-225-1673　FAX. 076-225-1619

　　大会ホームページ

　〈開催日〉　平成 27 年 5 月 17 日㊐　

　〈行事予定〉10 時 10 分～ 12 時 20 分。その後、記念植樹

　　　　　　　※午前 5 ～ 6 時に集合、午後 4 ～ 6 時頃に解散

　〈大会会場〉小松市　式典：木場潟公園中央園地　植樹：木場潟公園、憩いの森

　〈行事内容〉記念式典、アトラクション、参加者記念植樹

　　　　　　おもてなし広場（特産品の販売、森林・林業関係の展示等）

　〈参加特典〉県産食材を盛り込んだ「全国植樹祭公式弁当」および「大会記念品」を進呈

第 66 回全国植樹祭

　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する国民的理解を深めるため、毎年春季に
天皇皇后両陛下ご臨席のもと開催される国土緑化運動の中心的行事です。石川県では、昭和 58 年
に河北郡津幡町で開催して以来、32 年ぶり 2 回目の開催となります。幅広い世代から多くの県民
の方々にご参加いただくため、大会の参加者を募集します。この機会に全国植樹祭に参加して、健
全な森林の育成について一緒に考えてみませんか？
　各市町ごとの集合地から会場まで、バス送迎にてご参加いただきます。

植樹祭　いしかわ

　森林資源の利活用を通じた豊かな森・ふるさとづく
りをテーマに森林 ( 里山 ) 資源の利活用について議論
するシンポジウムを開催します。ぜひご参加ください。

●第 1 部：10 月 27 日㊊
基調講演・パネルディスカッション

〈会場〉県地場産業振興センター新館コンベンション
ホール

〈テーマ〉「森林資源の利活用を通じた豊かな森・ふる
さとづくり（仮）」
13:00　主催者等挨拶
13:10　基調講演：（株）日本総合研究所 主席研究員

藻谷浩介「森林資源の利活用を通じた豊かな森・
ふるさとづくり」

15:15　パネルディスカッション
コーディネーター：香坂 玲（金沢大学准教授）
パネリスト：林業・木材産業関係者

●第 2 部：10 月 28 日㊋ 9:30 ～ 11:30　分科会
〈会場〉金沢市民芸術村パフォーミングスクエア・里
山の家
第１分科会　「革新する伝統工芸～木とともに～（仮）」  
森林資源を活かした伝統工芸の世界で革新をつづける
匠を招き、工芸と森林資源について討論します。
第２分科会　「森×女子が創るふるさと（仮）」　

全国植樹祭記念シンポジウム
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町
を
彩
る

〈編集協力〉
能登高等学校
☎ 62-0544

　　　2014（平成 26）年 10 月 1 日

　

9
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

「
港
町
宇
出
津
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り
フ
ェ
ス

テ
ィ
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に
能
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。

　

美
術
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の
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引
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年
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示
会
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あ
る
長
楽
寺
で
ガ
ラ
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カ
ッ
プ

を
並
べ
ま
し
た
。
過
去
の
フ
ェ

能登高校を皆様の手で支えて下さい

　能登高校を応援する会の会員を募集しています。
　活動内容は、生徒の学習環境の整備、クラブ活動の
支援、学校の存続発展に関する支援、生徒募集の推進
に関する支援などです。
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〈年会費〉個人会員　2,000 円
　　　　団体・企業会員　5,000 円または 10,000 円

〈お申し込み〉役場各サービス室及び秘書室へ
問能登高等学校☎ 62-0544

役場秘書室☎ 62-8501

循環型社会を目指そう　10月は３Ｒ推進月間

　3R とは、リデュース・リユース・

リサイクルを指します。10 月は、

3R 推進に関する理解と協力を求め

るとともに、循環型社会の形成に向

けた取組を推進するため「環境にや

さしい買い物キャンペーン」の実

施など、環境省を含む３Ｒ関係省庁、地方公共団体、

関係団体による取組、行事が行われます。資源の有効

利用やごみの減量化についてご協力をお願いします。

コマメちゃん

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）ゴミを減らす・発生抑制
　・必要のないものは買わない　・食べ残しをしない
　・マイバッグを持参し、お店からレジ袋をもらわない
Ｒｅｕｓｅ（リユース）繰り返し使う・再使用
　・壊れてしまった家具やおもちゃなどは、修理して
　使い、すぐに捨てない。
　・できるだけ詰め替えのできる商品を選ぶ。
Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）再生利用・再資源化
　・ゴミを捨てるときは、ルールを守り分別する。
　・リサイクル商品を選ぶように心がける。

町では、10 月 12 日㊐に行われる「町民大運動会」の会場で、
紙パック回収ボックスを設置し、３Ｒを推進します。
　飲み終わった紙パックをそのまま回収ボックスに入れると、中に残った飲料が腐敗して容器が汚れ
てしまいリサイクルできなくなりますので、よく水洗いし、切り開いて水分を切ってお出しください。
内側にアルミ箔のあるものは回収できませんので、ご理解とご協力をお願いします。

19・能登町は「全国凧あげ能登大会」を紹介

輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

こどもみらいセンター　☎ 62-1503（域内☎ 65-1503）　
◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日		月曜日、第３日曜日　

　★：未就園児の親子対象
07 日㊋ 10:30　★ふれあいタイム
　　　　　　　秋の絵本読み聞かせ、くりのお面づくりなど。
18 日㊏ 10:00　生け花教室
　　　　　　　（対象：小学生、定員 6 人・要申込、参加費 700 円）
28 日㊋ 14:30　ドッジボール大会（対象：小学生、要申込）
31 日㊎ 10:30　★みんなでハロウィン

・21 日㊋～ 31 日㊎「ハロウィンウイーク」　飾り付けなどを行います。

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269
◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日		日曜日、月曜日

11 日㊌ 15:00　読み聞かせボランティアひまわり
08 日㊌ 15:00　みのりの秋ミニお茶会
10 日㊎ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
18 日㊏ 14:00　読み聞かせボランティアひまわり
22 日㊌ 15:00　あっぷるたいむ「まんてん仮面の星の話☆」
24 日㊎ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
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・愛なんて嘘　白石一文 
・窓から逃げた 100 歳老人　ヨナス・ヨナソン 
・降り積もる光の粒　角田光代 
・あなたのこたえをつかむ本　上原愛加 
・緋の天空　葉室麟 
・足の悩みは自分で治せる　福田千晶 
・大人でも答えられない！宇宙のしつもん
　荒舩良孝 

■貸出冊数・貸出期間 
◇本：5 冊まで、2 週間　◇雑誌：2 冊まで、1 週間 
◇ビデオ類：2 点まで、2 週間 

（中央図書館・柳田教養文化館合計の冊数です）
・インターネットで蔵書を検索できます
http://lib.town.noto.lg.jp/WebOpac/webopac/index.do
　中央図書館（☎ 62-8520「コンセールのと」内）
　　〈開館時間〉9:00 ～ 18:00（土・日曜日は 17:00 まで）
　　〈休館日〉月曜日、祝日、年末年始
　　　　　　10/22 ㊌、23 ㊍臨時休館
　　〈行事予定〉　読書会　10 月 15 日㊌ 13:30
　柳田教養文化館（☎ 76-1585）
　　〈開館時間〉10:30 ～ 18:30（月曜日は 17:00 まで）
　　〈休館日〉日、祝日、年末年始

■中央図書館の新刊

図書館へおいでよ

○輪島・白米千枚田「あぜのきらめき」
〈期間〉10 月 18 日～ 3 月 15 日

毎年好評につき、今年は一カ月前倒しで開催
します。ピンク色から黄金色に移ろう幻想的
なイルミネーションをお楽しみください。

○すず農林漁業まつり
　魚や野菜の即売や能登牛のバーベキュー
コーナーなどさまざまなイベントを準備してい
ますのでみなさんぜひお越しください。（珠洲
きのこまつりも同時開催）

〈日時〉10 月 18 日㊏９時～ 16 時
19 日㊐９時～ 15 時

〈場所〉蛸島漁港
問ＪＡすずし営農販売課　☎ 82-7505

○牛＆ワインまつり
〈日時〉10 月 4 日㊏　10:00 ～ 15:00
〈場所〉能登ワイン駐車場

問穴水町観光物産協会☎ 0768-52-0300
10 月 31 日まで開催中の、穴水まいもんま
つり” 秋の陣 ” 牛まつりの特別イベントです。
爽やかな秋の風を感じながら、絶品のお肉
味わってみませんか。

　　
　　　　　　能登町グラウンドゴルフ

交流大会
（9 月 7 日藤波運動公園）

〈一般男子〉
①谷口辰夫②寺下寿一③小川茂

〈一般女子〉
①紺谷増恵②仲野まつい③長平真智子

〈協会男子〉

①山元淳二②金田市盛③河元龍夫
〈協会女子〉

①道下美代子②勘平キクノ③泉とみ
〈団体〉①上岩屋町Ａ②清川チーム

③大目チーム

スポーツ
カルチャー

案内＆結果
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水痘（水ぼうそう）
高齢者肺炎球菌 の予防接種が定期予防接種になりま

　平成 26 年 10 月から、定期予防接種に水痘（水ぼう
そう）および高齢者肺炎球菌予防接種が含まれることに
なりました。各予防接種の概要は次のとおりです。対象
の方には、お知らせを郵送しますので、詳しくはその案
内をご覧ください。
■水痘（水ぼうそう）
　主な対象は 1 ～ 2 歳のお子さんで、平成 26 年度に限
り 3 ～ 4 歳のお子さんも公費で接種できる経過措置が
あります。原則として水痘（水ぼうそう）にかかったこ
とのないお子さんが対象となります。

■高齢者肺炎球菌予防接種
　個人の疾病予防を目的に、65 歳～ 100 歳の 5 歳刻み
の年齢の人および 101 歳以上の人（平成 26 年度限り）
を対象に、平成 26 年度から 30 年度の 5 年間にかけて
予防接種を行います。平成 31 年度からは、主に 65 歳
になる人を対象に行う予定です。
　なお、過去 5 年以内に高齢者肺炎球菌予防接種を受
けている場合、注射部位の痛み、赤く腫れる、しこりに
なる等、接種部位の反応が強く出るという報告がありま
すので、受けないでください。

　女性がん検診は 2 年に 1 回の検診です。昨年受診していない方はぜひ受診してください。
　　対象者：乳・甲状腺がん検診：40 歳以上の女性
　　　　　　子宮（頸）がん検診：20 歳以上の女性

医療機関での検診
　実施期間：10 月 1 日から 12 月 31 日まで
　実施医療機関：公立宇出津総合病院、珠洲市総合病院、
　　　　　　　　市立輪島病院、公立穴水総合病院
　※詳細は 6 月の広報と共に配布した検診日程表、
　　町ホームページを参照ください。

集団会場での検診
骨密度や特定健診その他がん検診が同時に受診できます。集団会場で乳・子宮がん検診を希望する人は事前に
健康福祉課へ電話か、案内はがきで予約してください。

実施日時 会場 受付
時間

特
定
健
診

がん検診
骨
密
度

肝
炎胃大

腸肺子
宮

乳
・
甲
状
腺

10/  3 ㊎ 柳田体育館 13:30
～ 14:30 ● ● ● ●

10/10 ㊎ 内浦福祉センター 13:30
～ 14:30 ● ● ● ●

10/14 ㊋ コンセールのと 17:30
～ 19:00 ● ● ● ●

10/19 ㊐ 柳田体育館 8:00
～ 10:00 ● ● ● ● ● ● ● ●

10/21 ㊋ コンセールのと 13:30
～ 14:30 ● ● ● ●

10/23 ㊍ 鵜川公民館 13:30
～ 14:30 ● ● ● ●

10/24 ㊎ 小木地区活性化センター 13:30
～ 14:30 ● ● ● ●

10/26 ㊐ コンセールのと 8:00
～ 10:00 ● ● ● ● ● ● ● ●

11/  1 ㊏ 内浦福祉センター 8:00
～ 10:00 ● ● ● ● ● ● ● ●

集団会場と検診項目

10 月 8 日から小木クリニックの診療が開始
　町で実施している下記の検査を受診できます。
　〈受けられる検査〉
　　特定健康診査、肺がん検診、胃がん検診、
　　肝炎ウイルス検査、予防接種
　診療時間など、詳細についてはクリニックお問い　
合わせください。　　　問小木クリニック☎ 74-1711

大腸がん検診を受けましょう

　大腸がん検診は２日分の便を自宅で採
り、提出するだけの簡単な検査です。
今年度大腸がん検診をまだ受けていない
40 歳以上の方はぜひ受診しましょう。

〈採便容器配布場所〉
　能都・柳田サービス室、健康福祉課、
　各公民館、推進協力店（能都・内浦・
　柳田の各商店）

〈提出場所〉
　集団検診会場、能都サービス室、柳田
　サービス室、健康福祉課

		   　　　　　　　　　　　　 ～食改さんが、次世代に伝えたい能登町のふるさとの味～

		小なすのいしり漬け
　少量の塩で作るので、一つ一つ手の中で包むようにもみ込むと柔らかくなります。
　また、いしりの量は好みにより増やすと良いでしょう。

健康福祉課	☎ 72-2504
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5 日日 12 日日 13 日月 19 日日 26 日日
伊藤医院

☎ 0768-22-2313 

輪島市水守町

宮丸医院
☎ 0768-43-1331 

輪島市門前町

大和医院
☎ 0768-43-1323 

輪島市門前町

粟倉医院
☎ 0768-32-0018 

輪島市町野町

定梶医院
☎ 0768-45-1351 

輪島市門前町

升谷医院
☎ 72-1151 

能登町松波

生垣医院
☎ 76-0001 

能登町柳田

はしもとクリニック
☎ 62-8300 

能登町崎山

あいずみクリニック
☎ 82-0002 

珠洲市飯田町

升谷医院
☎ 72-1151 

能登町松波

【受付 9:00 ～ 12:00】
※都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電
話してから受診してください。

能登北部医師会　
　

10月の休日当番医

作り方
①小なすはへたを取り、1cm ～ 1.5cm の

　4 ツ割りにする。

②ボウルに①のなす・粗塩・みょうばん・

　水を入れ、一つ一つ丁寧に手の中で包むようにもみこむ。

　軽く重石をして 1 時間ほどおく。

③ ②の水気を軽くしぼる。いしりをふりかけ、小口切りにした赤唐

　辛子を加え、軽く重石をして冷蔵庫に保存する。

④漬け込みから 2 ～ 3 日が食べ頃。

材料
　4 人分

　小なす　　　　　　  300g
　粗塩　　　　　　小さじ 1
　みょうばん　小さじ 1/2 弱
　水　　　　　　　大さじ 2
　いしり　　　　　大さじ 1
　赤唐辛子　　　　　　1 本

健康生活・子育て情報

離乳食教室に参加しましょう
　これから離乳食を始めるころから、7 カ月ごろまでの
お子さんと保護者を対象としたス
タート編です。
　参加費無料。身体計測もできま
すのでぜひ参加してください。参
加を希望する人は、申込が必要で
すのでご連絡ください。

　〈期日〉11 月 5 日㊌
　〈受付〉9:50 ～ 10:10
　〈場所〉こどもみらいセンター
　〈持ち物〉母子健康手帳、大人用エプロン、
　　　　　子ども用エプロンとスプーン、おむつなど
　〈担当〉保健師・栄養士
　〈連絡先〉健康福祉課☎ 72-2504

インフルエンザ予防接種について
　インフルエンザ予防接種を希望する人は、お急ぎでな
い場合は 11 月に全戸配布するチラシに添付された予診
票をご利用ください。10 月中（ただし、10 月 20 日以降）
に早めの接種を希望する場合は、役場窓口で予診票をお
渡しします。各自で接種可能か医療機関に確認し、受診
してください。

〈助成対象〉
　① 65 歳以上の人
　② 60 ～ 64 歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能障害により、
　　日常生活が著しく制限される人。かかりつけ医にご
　　相談ください。
　③ 1 歳～高校 3 年生の年齢のお子さん。予診票を送
　　りますのでご利用ください。

〈自己負担〉1 回あたり 1,500 円
　詳細は 11 月の全戸配布チラシをご参照ください。
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秋の

すこやか健診キャンペーン
すこやかまちづくり推進事業

健診・検診 対象者
国保の健診 35 ～ 39 歳男女
国保の特定健診 40 ～ 74 歳男女
後期高齢者の健診 75 歳以上男女
胃がん検診 40 歳以上男女
肺がん検診 40 歳以上男女
大腸がん検診 40 歳以上男女
乳がん検診 40 歳以上女性
子宮がん検診 20 歳以上女性

国保特定健診・後期高齢者健診は 11 月末まで！

　　町の健康診査や検診を受診すると「健診まる得券」がもらえます。
　　健診まる得券で　★健康応援のお店（町内協賛商店）からのお得なサービス！
　　　　　　　　　　★抽選で能登町商品券が当たる！

特賞：2 万円× 1 本
すこやか賞：　
　　5 千円× 10 本

〈実施期間〉

「健診まる得券」配布期間
　9 月 1 日㊊～ 12 月 31 日㊌  健診受診時

「健診まる得券」利用期間
　10 月 1 日㊌～翌年 1 月 10 日㊏

〈対象の健診・検診＞

〈健診まる得券の使い方〉

①受診するごとに１枚ずつ「健診まる得券」がもらえます。
②「健診まる得券」に名前と住所を記入しましょう。
③健康応援のお店でお買い物をするとお得なサービスが受
けられます。
④商品券が当たるダブルチャンス！！
　1 月に抽選会を行います。
　　特賞：能登町商品券 2 万円× 1
　　すこやか賞：能登町商品券 5 千円× 10 本

健康応援のお店一覧・サービス内容、各種検診等につ
いての詳細は世帯配布したチラシと日程表をご覧くだ
さい。

問健康福祉課☎ 72-2502
72-2504

初夏のさわやか健診キャンペーン
当選者発表

　初夏のキャン
ペーン抽選会が9
月17日、役場能都
庁舎で開催され、
当選者が決定し
ました。当選おめでとうございます。
特賞　能登町商品券2万円分・2本
　・橋本三重子さん（内浦地区）
　・西　弘子さん（能都地区）
さわやか賞　商品券5千円分・20本
　・さわやか賞は発送をもって発表にかえさせ
　ていただきます。10月6日発送予定です。
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人口・世帯数
 平成 26 年 9 月 1 日現在

（前月比）

人口（人） 19,376 － 44
男 9,158 － 19
女 10,218  － 25 

世帯数（戸） 7,976 － 15   

有料広告有料広告

200錠10,000円（税込）
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う
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有料広告

過払い金返還請求・借金問題

会
場　能都社会福祉会館

〒 920-0869 石川県金沢市上堤町 1 番 12 号　金沢南町ビルディング 3 階
　　　　　　　司法書士　梅田裕介　石川県司法書士会所属　登録番号第 405 号 
　　　　　　　　認定番号 第 1112011 号 TEL（代）076-223-0315　

0120-141-461まずは
お電話 0120-141-454女性専用

ダイヤル

3 階 302 会議室
個別面談のため完全予約制　※輪島市・穴水町でも随時開催！

[主たる事務所]大阪市中央区北浜3丁目2番25号京阪淀屋橋ビル9階 代表司法書士 神田義明
※ご相談内容によってはご希望に添えない場合がございます
※法律相談は司法書士法第三条、第一項六号から第八号に定められた事項に限る　　

ゆ
う
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　阿武松について調べている馬場
さん。いただいた名刺には「近者
説　遠者来」と記されています。
　孔子の言葉で「近き者説（よろこ）
び、遠き者来（きた）る」と読みます。

「近くにいる人が喜んで活動してい
れば、遠くに住む人も慕ってやっ
てくるようになる」。
　町では交流人口の拡大に取り組
んでいます。そのためには事業を
行うだけではなく、町に住む人が
自分の地域の魅力を知って、情報
発信することが欠かせません。
　子ども議会の質問にも、自分の
地域の魅力に気づかなかったとい
う意見が多くありました。少子高
齢化など、「問題」を発見するのも
大事ですが、すでにある地域資源
も大切にしたいものです。　（紀）
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ください。
〈相談時間〉　10:00 ～ 12:00

会場 日程 相談委員
鵜川公民館 10月17日㊎ 吉岡梅子

笹ゆり荘 10月21日㊋ 広橋義男

〈特設・一日合同行政相談所〉
10 月 27 日㊊ 10:00 ～ 15:00

〈会場〉パトリア4階フォーラム七尾
多目的ホール。白山市（15日）、金沢
市（21日）でも行政相談所を開設。
問総務省石川行政評価事務所
☎ 076-222-5232

10 月のこころの健康相談                           

　家庭や職場、学校における “ ここ
ろ（精神）” の不安や悩みについて
相談に応じます。訪問相談も応じて
います。お気軽にご利用ください。
■精神科医による相談
第 1・4 月曜日　6 日、27 日
〈場所〉　能登北部保健福祉センター
〈時間〉　15:00 ～ 17:00

第 3 月曜日　20 日
〈場所〉　珠洲地域センター
〈時間〉　15:30 ～ 17:00

前週金曜日までに予約が必要です。
■保健師や相談員による相談（随時）
平日（㊊～㊎）　8:30 ～ 17:45
問能登北部保健福祉センター
☎ 0768-22-2011
☎ 0768-84-1511（珠洲地域センター）

10 月の法律相談　　　　　　     

　2、9、23、30 日　木曜日
〈時間〉　13:45 ～ 16:15
〈場所〉　穴水町保健センター
〈相談料〉30 分以内：5,400 円

※相談前日午後５時までの電話予約
制。先着 5 名（組）
※負担が困難な方で、法律援助資力
基準に該当すれば、1 回のみ無料。
クレサラ相談は初回無料。
問金沢弁護士会☎ 076-221-0242

デジアナ変換終了まであと 6 ヵ月

　ケーブルテレビにご加入の世帯
で、テレビ画面右上に「デジアナ」
と表示されていませんか。
　

　

　表示されているテレビは、来年 3
月を過ぎると、視聴できなくなりま
すので、次のいずれかの対応が必要
となります。

　まだアナログテレビの方は対策を
お急ぎください。
問町広報情報推進課☎ 76-8301

能登町なんでも相談「カナリア」

　家庭教育に関する悩み、パート
ナーからの暴力などでご相談くださ
い。相談電話番号☎ 76-2874
〈日時〉	　毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00

　※祝日、年末年始は休み。

10月11日～20日

このような
電話があったら…！一人で判断せずにまず
相談してください。振り込め詐欺・悪徳商
法かもしれません。

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

ほ～す君日記

委員さんが飼育したスズムシを地区内
の施設に配布しました。ケースには「守
ろうよ私の好きな街だから」のステッ
カーが貼られています。

振り込むな
確かめましたかその電話

柳田防犯委員

全

国地域安全運動

アナログテレビ

デジアナ

デジタル変換放送は 2015 年 3 月末まで
テレビの買い替えはお早めに！
問い合わせ先　役場広報情報推進課
電話　76-8301

①デジタルテレビに買い替える
②地デジチューナーを購入して、今お使
いのアナログテレビに接続して視聴する

有料広告
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シルバー「実践介護講習」募集     

　介護サービス分野の知識・技能を
学び資格取得を目指す講習会です。
〈期間〉10 月 20 日㊊～ 29 日㊌の土・

日を除く 5 日間
〈会場〉柳田温泉病院（20 ～ 23 日）

コンセールのと（29 日）
〈対象〉55 歳以上の高年齢求職者等
〈受講定員〉15 名
〈受講料等〉受講料及びテキスト代

は無料　
〈締切〉10 月 3 日㊎

　全講習科目を受講し、修了試験に
合格した方に「技能認定証」及び修
了証書を交付します。
問町シルバー人材センター
☎ 76-2680

ＪＩＣＡボランティア H26 秋募集                           

　開発途上国では様々な分野におい
て、  わたしたちの技術・知識・経験が
必要とされています。あなたも、海外
ボランティアへの扉をたたいてみま
せんか？
〈募集期間〉10月1日㊌～11月4日㊋
〈体験談＆説明会〉予約・参加費不要

期日 時間 会場 内容
10/5

㊐
10:00～
　12:30

こまつ芸術劇場
うらら 事業概要、

応募要領説
明、
経験者との
交流、
個別相談等

10/15
㊌

18:30～
　20:30

JICA 北陸　
会議室

10/18
㊏

10:00～
　12:30

県 国 際 交 流　
センター
大研修室

　ボランティアに関する詳細情報
は、JICA ホームページ　www.jica.
go.jp でもご覧になれます。

問 JICA北陸・ボランティア担当
☎ 076-233-5931　

ひきこもり家族教室開催                             

〈対象〉ひきこもりの状態（おおむ
ね 40 歳未満）にある方の家族
〈開催日時・内容〉

① 10 月 3 日㊎　13:30 ～ 15:30
ミニ講座・座談会「若者の就労支援
をとおして」講師：NPO 法人ワン
ネススクール代表　森　要作氏
②11月18日㊋13:30～15:30　ひきこ
もり当事者から家族へのメッセージ
〈場所〉能登空港ターミナルビル　

4 階多目的室 ※事前申込が必要です
問県能登北部保健福祉センター
☎ 0768-22-2011

全国一斉！法務局休日相談所     

　登記、戸籍、国籍、供託、人権などに
関する相談に無料で応じます。  相談
内容の秘密は厳守されます。  お気軽
にご利用ください。  予約は10月3日
㊎まで可能です。
〈日時〉　10月5日㊐　10:00～16:00
〈場所〉　金沢地方法務局（金沢新神

田合同庁舎内）金沢市新神田4-3-10
☎ 076-292-7813
金沢地方法務局七尾支局（七尾西湊
合同庁舎内）七尾市小島町大開地3-7
☎ 0767-53-1721

10月の心配ごと相談日　　　                        

■能都庁舎　9日㊍10:00～12:00
■鵜川公民館　17日㊎10:00～12:00
■笹ゆり荘　14日㊋　10:00～12:00
　28日㊋　10:00～12:00

■内浦福祉センター
　10日㊎　13:30～15:30
■小木活性化センター
　20日㊊　13:30～15:30
問社会福祉協議会☎ 72-2322

10 月の断酒会　　　　                           

　アルコール依存症は、自分でコン
トロールできなくなる病気です。ア
ルコールをやめたいのにやめられな
い方、アルコールの問題で困ってい
るご家族の方、ぜひ一度、断酒会に
ご参加ください。
〈日時〉　20 日㊊ 14:00 ～ 15:00
〈場所〉　能登北部保健福祉センター

問能登北部保健福祉センター
☎ 0768-22-2011

行列ができる無料相談会　　　                        

　相続・遺言、年金、雇用、離婚、
土地、借金、起業、特許などの様々
な問題に、１０士業の専門家がワン
ストップサービスで無料にて相談に
応じます。お気軽にお越しください。
〈日時〉　10月25日㊏　10:00～16:00
〈場所〉　めいてつエムザ　１Ｆレス

トアベニュー　金沢市武蔵町15-1
問幹事会　石川県行政書士会
☎ 076-268-9555

よりよい行政運営のために                              

　10 月 20 日 ㊊ ～ 26 日 ㊐ は、「 行
政相談週間」です。町民の皆さまか
ら、行政全般についての苦情や意見
を受け付け、公正・中立の立場から
その解決を図り、よりよい行政運営
の改善に役立てます。気軽にご利用


